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◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象

　となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。

・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

ノーマルステップ用マスターシリンダーセット　取扱説明書

◎ＳＴＤクラッチカバー又は当社製ダイカストクラッチカバー取り付け車両専用となっております。
　（当社製鋳造アルミニウムクラッチカバー取り付け車は当商品を取り付け出来ません。）
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。

◎補修部品に付きましては商品番号及び図中の番号にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎当製品の取り付けにはクラッチカバー脱着の作業が必要になります。上記適応車種にあったホンダ純正サービスマニュアルを必ず参照し確実に行っ
　て下さい。又、各車両の仕様に応じたガスケット、パッキン等が別途必要です。

商品番号

適応車種

：０６―１３―０００３
：モンキー／ゴリラ

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず新
　　品部品と交換して下さい。
 ・ブレーキフルードは、なるべく皮膚に触れないようにし、作業後は十分手洗いを行って下さい。（手荒れの原因となります。）
 ・ブレーキフルードは、塗装面・樹脂部品・ゴム製品類等に付着すると劣化及び損傷させるので作業は十分注意して行って下さい。付着した場合は
　　速やかに水洗いを行って下さい。（部品の損傷･劣化の原因となります。）

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が周りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発等
　　の危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）
 ・ブレーキ液は指定のブレーキ液を使用し、銘柄の異なるブレーキ液を混用しないで下さい。（トラブルの原因及び化学変化の恐れがあります。）
 ・ブレーキディスクローター及びブレーキパットに油脂類を付着させないで下さい。付着した場合は、ブレーキパットは交換しブレーキディスクロー
　　ターは脱脂して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・ブレーキの取り付け作業については、熟練したメカニックに依頼し専用の設備・工具のある工場等で行って下さい。
　　（事故につながる恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
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～商　品　内　容～

※リペアパーツはリペア品番にてご発注下さい。尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品にてご注文下さいます様
　お願い致します。

番号 部　品　名 数量 リペア品番 入数 番号 部　品　名 数量 リペア品番 入数
１ マスターシリンダーブラケット １ ４３５２１－ＧＥＦ－Ｔ００ １ １３－Ａ カップＣＯＭＰ． （１） ０６―０８―００１３ １
２ カラー　２４.５ｍｍ １ ４３５３２―ＧＥＦ―Ｔ００ １ １３－Ｂ キャップ （１） ０６―０８―０００７ １
３ カラー　２９.５ｍｍ １ ４３５３３―ＧＥＦ―Ｔ００ １ １３－Ｃ ダイヤフラム （１） ０６―０８―０００８ １
４ カラー　３５.５ｍｍ ２ ４３５３４―ＧＥＦ―Ｔ００ １ １３－Ｄ ダイヤフラムプレート （１） ０６―０８―０００９ １
５ ソケットキャップスクリュー　６Ｘ７０ １ ００－００－００８１ ２ １４ オイルホース １ ００―０７―００１１ １SET
６ ソケットキャップスクリュー　６Ｘ７５ １ ００－００－００８２ ２ １５ ホースクランプ ２ ００―００―００８７ ４
７ ソケットキャップスクリュー　６Ｘ１６ ２ ００－００－００８３ ４ １６ リザーバータンクステー １ ４３６１０－１８１－Ｔ００ １
８ コネクタスイングプレート １ １７ ボタンヘッドスクリュー　６Ｘ２０ １ ００－００－００８４ ５
９ スクリュー　４Ｘ１６ １ １８ ボタンヘッドスクリュー　８Ｘ１５ １ ００－００－００８５ ４
１０ カラー　８Ｘ５Ｘ５ １ １９ プレーンワッシャ　６ｍｍ １ ００－００－００８６ １０
１１ 割ピン １ ２０ プレーンワッシャ　８ｍｍ １ ００－００－００７６ １０
１２ リヤマスターシリンダー １ ０６―０８―１７３１ １ ２１ ６角レンチ　５ｍｍ １
１２－Ａ マスターシリンダーピストンＳＥＴ （１） ０６－０８－００１２ １ ２２ ６角レンチ　４ｍｍ １
１３ リザーバータンクＣＯＭＰ． １ ０６―０８―０００６ １ ２３ タイラップ　２００ｍｍ ２ ０９―０７１―０４２ １０
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～取　り　付　け　要　領～

○キックスターターアームとＳＴＤリヤブレー
　キペダルからブレーキロッドを取り外します。

○写真を参考にＡ、Ｂのボルトを取り外します。

○セット内容を、ご確認下さい。
　注意：作業に適した工具を用意する事。
　注意：エンジン及びマフラーが冷えているの
　　　　を確認する事。
　警告：水平な場所で車両を安定させる事。

○マスターシリンダーとマスターシリンダー

　ブラケットをソケットキャップスクリューで
　裏側から規定トルクで締め付けます。
　注意：規定トルクを必ず守る事。
　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

割ピン

ジョイントピン
（ＳＴＤ、グリース塗布）

Ｍ６×１６

Ａ

Ｂ

Ｍ６×７５、

カラー２９．５

（カラー３５．５）

Ｍ６×７０、

カラー２４．５

（カラー３５．５）

（　）内はダイカストクラッチカバー使用時

◎ノーマルクラッチカバーの場合
　クラッチカバー、カラー２９．５ｍｍ／２４．５

　ｍｍ、マスターシリンダーブラケットの順に
　取り付け付属のボルトで規定トルクまで締め
　付けます。
　注意：規定トルクを必ず守る事。
　　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○マスターシリンダーのロアジョイントとリヤブ
　レーキペダルのアームをジョイントピン（ＳＴ
　Ｄ）と割ピンでとめます。

◎ダイカストクラッチカバーの場合
　クラッチカバー、カラー３５．５ｍｍ、マスター
　シリンダーブラケットの順に取り付け付属のボ
　ルトで規定トルクまで締め付けます。
　注意：規定トルクを必ず守る事。
　　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○マスターシリンダーのプッシュロッドを回転さ
　せブレーキペダルの位置を調整し、６角ナット
　を締め付けロックします。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○キックスターターアームを取り付けます。
　注意：規定トルクを必ず守る事。
　　　　Ｔ＝１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

○他の部分とブレーキホースが干渉しない様
　タイラップで固定し、余ったタイラップは、　
　ニッパー等で切り取ります。

○オイルカップＣＯＭＰ．にリザーバータンクス

　テーをプレーンワッシャ、ボタンヘッドスク
　リューを用いて取り付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　Ｔ＝１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○リヤブレーキホースＣＯＭＰ．をバンジョー部に

　シーリングワッシャで挟む様バンジョーボルト
　を用いてマスターシリンダーとリヤキャリパー
　ＡＳＳＹ．に取り付けボルトを規定トルクで締め
　付けます。
　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　Ｔ＝１３～１５Ｎ・ｍ
　　　　　　　　（１．３～１．５ｋｇｆ・ｍ）

○シートを取り外します。
○キャリアを取り外します。
○当社製リヤカウルキット取り付け車両は、リ
　ヤカウルを取り外します。

○当社製リヤカウルキット取り付け車両は、　　
　シートステーのネジ部にリザーバータンク　
　ステーをプレーンワッシャ、ボタンヘッドス
　クリューを用いて取り付けます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　Ｔ＝２３Ｎ・ｍ（２．３ｋｇｆ・ｍ）

○オイルホースを取り回しを決めオイルホース
　をカットし、オイルカップのユニオンとマス
　ターシリンダーＣＯＭＰ．のコネクター部に取
　り付けホースクランプで固定します。

○キャリア取り付け車両は、キャリアが付いて

　いたタップ部に、リザーバータンクステーを
　取り付けます。
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○Ｚスタイルマフラーを装着する場合

○マスターシリンダーのコネクターのスク　　
　リューを取り外します。

○マスターシリンダーのコネクターを取り外し、
　下図の太線部分の箇所を、ヤスリ等を使用し、
　１ｍｍ程度削ります。

○削ったコネクターを写真と同じ向きにし、マ
　スターシリンダーに取り付け、カラーとの干
　渉を確認します。
　カラーを取り付けた際、ネジを取り付ける事
　が可能な事とコネクターとカラーの外径部に
　干渉が無い事を確認します。

○ダウンマフラーを装着する場合は、エア

　抜き作業要領を行って下さい。

○Ｚスタイルマフラーを装着する場合は下
　記の作業を行って下さい。

カラー

す
き
間

ネジが見える

コネクター

この部分を加工

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp

スクリュー

コネクタ
スイングプレート

カラー

※コネクターには個体差がありますので、1ｍｍ
　削っても干渉する場合は干渉しない程度まで
　削って下さい。

○干渉が無い事を確認したら、コネクタースイ
　ングプレートを図の通りに取り付けます。

※コネクタースイングプレートを取り付けた際、　

　コネクターが浮いていたり動いたりしない事を
　確認します。
　確認し、問題なければ、スクリュのネジ部にネジ
　ロック剤を塗布し、規定トルクまで締め付けま
　す。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　　Ｔ＝１Ｎ・ｍ（０．１５ｋｇｆ・ｍ）

コネクタースイングプレート

カラー

○オイルカップのキャップ、ダイヤフラムプ　
　レート、ダイヤフラムを取り外し、ブレーキフ

　ルードをオイルカップ上限線まで補給します。

○リヤキャリパーのブリーダーバルブに透明な

　ブリーダーホースをつなぎホースの反対側に
　適当なカップ等で受ける様にします。
○ブリーダーバルブを１／２回転緩めて、ブ　
　レーキペダルを踏み下ろす、放すを繰り返し
　操作し、ブリーダーバルブからブレーキフ　
　ルードが充分出てくるまでこの操作を繰り返
　します。
◎オイルカップのブレーキフルード液量に注意
　して、新しいブレーキフルード液を補充しな

　がら作業を行って下さい。
○ブリーダーバルブからエアーが出なくなれば、
　ブレーキペダルを操作してエアーの混入を確
　認します。
○エアーの混入が無ければブリーダーバルブを
　　規定トルクで締め付けます。

○オイルカップ上限線までブレーキブレードを
　補充し、ダイヤフラム、ダイヤフラムプレート
　キャップを取り付けます。

○当社製リヤカウルキット取り付け車両は、リ

　ヤカウルを取り付け、シートを取り付けます。
○キャリア取り付け車両は、リザーバータンク
　ステーを取り付けていたボルトを取り外し、　
　キャリアを取り付け、キャリアを取り付けて
　いる４本のボルトのうち１本をリザーバータ
　ンクステーと共締めしオイルカップを取り付
　けます。

○シートを取り付けます。
○各部に付着した汚れをよく拭き取ります。

エア抜き作業要領

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　　Ｔ＝６Ｎ・ｍ（０．６ｋｇｆ・ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　　　　Ｔ＝２４Ｎ・ｍ（２．４ｋｇｆ・ｍ）

　注意：ブレーキフルードを振ったりして気泡
　　　　を混入させない事。

　警告：ブレーキディスクローター及びブレー

　　　　キパッドに油脂類を付着させない事。
　　　　万一付着した場合は、ブレーキパッド
　　　　は交換し、ディスクローターは脱脂す
　　　　る事。


